
【感染症発生動向調査事業から】

知っていますか？～エンテロウイルスＤ６８による感染症～

今、何の病気が流行しているか！

第４０週報告数第１位

令和４年１０月３日（月）～令和４年１０月９日（日）〔令和４年第４０週〕の感染症発生状況 

第４０週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）感染性胃腸炎 ２）手足口病 ３）ヘルパンギーナでした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は１．８９人と前週（１．９２人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

手足口病の定点当たり患者報告数は１．７５人と前週（２．３２人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

ヘルパンギーナの定点当たり患者報告数は０．７２人と前週（０．６２人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。

第４０週報告数第３位

第４０週報告数第２位

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和４年１０月１２日作成（問合せ先）０４４－２７６－８２５０

 エンテロウイルスは、風邪や胃腸炎等の原因となるウイルスで、ウイルスの

型によって様々な症状を引き起こします。中でも、エンテロウイルスＤ６８は、

感染すると発熱や咳等の症状が現れ、多くは軽症ですが、時に喘息様発作を起

こすことが知られています。また、同じエンテロウイルス属のポリオと同様に

弛緩性麻痺を起こすこともあります。 

我が国では、平成２２年及び２７年に全国で患者数が増加し、同時期に喘息

発作による入院数の増加や、急性弛緩性麻痺の患者の発生が多くみられまし

た。エンテロウイルスＤ６８は、２～３年周期で流行がみられ、今年は既に７

月から米国で感染者数が増加しています。感染すると、アレルギーの有無にか

かわらず、喘息様発作を起こすことがあるため、症状の変化に注意が必要です。

エンテロウイルスＤ６８による急性弛緩性麻痺は、

ポリオウイルスと同様に、ウイルスが脊髄の一部に

入り込み、手足などに麻痺が現れます。約８０％の

患者に様々な筋力低下が残るとされています。

エンテロウイルスＤ６８感染症とは？

【感染経路】 
飛沫感染、接触感染

【症状】 
・発熱、鼻汁、咳、喘息様発作、肺炎、弛
緩性麻痺など 

・特に喘息の既往がある小児は重症化の可
能性あり 

・麻痺の前に発熱を認める場合、発熱後６
日程度で麻痺が出現 

【予防対策】 
手洗い、咳エチケットなど 

全国のエンテロウイルスＤ６８年別検出報告数
（平成２２年～令和４年） 

国立感染症研究所 病原微生物検出情報より作成 


